
（学校運営協議会・報告様式） 

 

令和６年度 第５回 鈴鹿市立庄内小学校 学校運営協議会 実施報告書 

 

１ 日 時  令和７年１月１４日（ 火 ）１９：００～２０：１５ 

 

２ 場 所  図書室 

 

３ あいさつ（学校長，委員長） 

〇（学校長） 

・ 3 学期始業式、子どもたちは落ち着いた様子だった。 

・ 学校関係者評価について、よろしくご協議お願いします。 

・ 庄内小学校のこれからについて、代表者会でお話がありました。 

〇（委員長） 

・ 本日は、学校関係者評価について、みなさんで意見を交流していきましょう。 

 

４ 学校関係者評価について（意見・感想より） 

〇学力向上について 

 （提案） 

 ・学力向上と ICT 活用 

 ・6 年生 全国学力・学習状況調査 国語、算数とも全国比、県比ともに上回っ

ている。 

 ・少しずつ自分の言葉で伝える、書けることを「学習」につなげていけるよう

に。 

 ・5 年生 みえスタディチェック 理科…実体験を伴う経験が必要 

 ・4 年生 みえスタディチェック 基礎基本の力はついている。 

  国語の読み取り、算数の時間を読むが弱み。 

 ・「わかる」について、子どもたちと保護者の認識のずれがある。 

 ・Chromebook、学 Viva セットの活用を行っている。 

 ・自分の言葉で直接伝えられる力をつけることが子どもたちの課題である。 

 ・家庭学習…改善はしているが、個人差が激しい。家庭での「学習できる環境」

を整えてもらう。 

 ・読書週間…個人差が激しい。スクリーンタイムの影響はある。 

・Chromebook の使い方など、子どもたちと保護者の認識のずれがある。 

（意見・感想） 

・今まで培ってきた力が発揮できている。 

・漢字の書き取り…動画等で読み取る力は身についてきている。 

・国語科…学んだことを応用していく力。ICT での活用。学年に応じた課題、読

書習慣との関連。 



・漢字の練習が普段の作文等で結びついてないところもある。 

 

〇長期欠席対策 

 （提案） 

 ・定期的な情報交換を行い、早期対応に努めている。 

 ・人権集会…障がい者理解について 

 ・教育相談…外部機関との連携 

 ・学校に来るのが楽しいと感じられるように。ふわふわ言葉の取組など。 

  

 （意見・感想） 

 ・学校の対応を聞いて安心した部分が多い。 

 ・すずっこファイルの活用で、途切れのない支援を進めていくことができる。 

・校長先生が、職員、児童の様子をしっかり把握しておられる。 

  学校で大切なものとは何だとお考えか。 

・（校長）子どもたちにとって、安全安心な場であることが最も大切ではないかと

考える。 

 

〇地域連携 

 （提案） 

 ・安全安心については、地域の方の協力がたくさんある。 

 ・校内安心、安全マップの作成。 

 ・出前授業で学んだことを、実生活につなげていく。 

 （意見・感想） 

 ・獣害対策（猿、熊）には、保護者と教員が協力して取り組んでいかなければな

らない。 

 

〇非認知能力 

 （提案） 

 ・ほめることについては、ほめたりなさを感じている。 

 ・ポジティブカードの取り組みによって、相手のよさに気づくことができるよう

になってきた。 

 ・自己肯定感が下がっている。ソーシャルスキルトレーニングなど、道徳の授業

などで取り組んでいく。高学年となっての理想の高さもあり、成長の中で起こ

る変化の部分もあるのではないかととらえている。 

 （意見・感想） 

 ・ポジティブカードの取り組みは直接ほめてもらえる良い機会であると感じる。

「学校に行きたい」という気もちにもつながる一つの要因になっているかもし

れない。 

 



〇健全な心と体の育成 

 （提案） 

 ・各学期に一回、いじめアンケートを行い、早期発見、早期対応を心掛けてい

る。 

 ・SNS のトラブルについて、啓発していく。 

 ・教師自身がロールモデルとなってそれぞれの人権意識を高めていく。 

 ・体力づくり …睡眠時間はきちんと確保できている児童が多い。 

（意見・感想） 

 ・子どもたちは、トラブルに出会うことは、あって当然のことである。どうして

いくかを伝え、考えさせることが大切である。 

 ・本校では、いじめによる不登校はないが、クラスになじめない、居場所のない

子がいないか、気を付けて取り組んでいかなければならない。 

 ・大人がスマホやゲームをする姿を見せている。子どもにとってもスマホが身近

である。 

 ・SNS の使い方については、それ以前に面と向かって話をする経験が少ないので

はないか。庄内の人数の少なさや落ち着きでトラブルに直面することが少ない

のでは。 

 ・スクリーンタイムの増加、スマホを持つ低年齢化の中で、適切に使っていく力

やマナーを身につけさせなければならない。 

 ・土砂災害警戒区域であり、避難訓練やブロック塀のチェックなども行っていか

なければならない。 

  

 

〇働き方改革 

 （提案） 

 ・「ウェルビーイング」…教師自身が幸せであることで、子どもたちにも良い影響

を与えることができる。 

 ・より働きやすい環境整備を今後も考えていかなければならない。 

 ・持ち帰り仕事を減らしていくことが課題である。 

 ・計画年休として、平日の年休取得を進めている。 

（意見・感想） 

 ・年休取得や時間外労働（持ち帰り仕事）の削減など、取り組んでいただいてる

ことが分かった。 

 ・丸付けボランティアを活用し、確認を担任がする形にして時間短縮を図っても

よいのではないか。 

 ・丸付けについては、ｽｸｰﾙｻﾎﾟｰﾄｽﾀｯﾌを活用している。 

 

 

 



５ アドバイザーより 

・とても暖かい地域で、議論を聞いていてもうらやましく感じる。 

・人数が少ない学校であり、母数の問題で、一人の回答での数値の上下が大きい

ので、数値にこだわりすぎないことも大切。実数でも見てみてもよいのではな

いか。 

 ・学校の対応に対して、保護者の方はよく見ていると感じた。 

 ・地域の方に恵まれている学校であり、環境整備面でもいろいろ工夫できるとこ

ろがある。 

 ・保健室前の掲示物の工夫は素晴らしい。 

 

 

６ 次回日程 

 第６回学校運営協議会  

 〇２月１0 日（火） １９：００～２０：００ 

   ・学校関係者評価について・意見交流・アドバイザーより・連絡等 

 


